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招待講演・セミナー等 

 
東京大学医科学研究所・感染症国際研究センター 第 1 回若手シンポジウム 
2012 年 3 月 13 日 場所：東京大学医科学研究所付属病院 8 階会議室（東京） 
－NLRP3 inflammasome によるウイルス認識機構－ 
 
The Korean Association of Immunologist 
2011 年 11 月 18 日 場所：Hotel Seoul KyoYuk MunHwa HoeKwan（ソウル） 
－Microbiota regulates immune defense against respiratory tract influenza A virus 
infection－ 
 
日本ウイルス学会 第 8 回ウイルス学キャンプ 
2011 年 11 月 7 日 場所：ニューウェルシティ湯河原（静岡県熱海市） 
－ウイルス感染におけるインフラマゾームの役割－ 
 
福岡大学基盤研究機関 先端分子医学研究所 
Central research institute for advanced molecular medicine, -FCAM- 
2011 年 7 月 8 日 場所：福岡大学医学部・本館 3 階 A 会議室（福岡県福岡市） 
－NLRP3 インフラマゾームによるウイルス認識機構－ 
 
The Korean Society of Virology 
2010 年 10 月 15 日 場所：Hotel Seoul KyoYuk MunHwa HoeKwan（ソウル） 
－Influenza virus activates inflammasomes through intracellular M2 channel－ 



 
Hanyang University, 1st Immunology Seminar Series 
2010 年 10 月 14 日 場所：Hanyang University, Department of Life Science（ソウル） 
－Influenza virus activates inflammasomes through intracellular M2 channel－ 
 
厚生労働省「新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業」第 2 回班会議 
2010 年 2 月 9 日 場所：国立感染症研究所（東京都新宿区） 
－インフルエンザウイルス感染によるインフラマゾームの活性化－ 


